
平成２９年度 第１回 大阪府立泉南支援学校 「学校協議会」 記録 

 

１ 日 時  平成２９年 ６月 ９日（金）１０：００～１２：００  

  

２ 場 所  大阪府立泉南支援学校 会議室  

  

３ 次 第  

（１） 学校長あいさつ  

（２） 学校協議会委員紹介  

（３） 事務局職員自己紹介  

（４） 学校協議会の運営について  

（５） 会長の選出 

 

＜学校協議会の流れ＞ 

 

 授業見学（『わかりやすい授業が行われているか』の観点で委員が授業を見学） 

        小学部 → 高等部 → 中学部 の順番で授業見学。    

 

 協 議  年間テーマ「わかりやすい授業づくり ～合理的配慮の事例から～ 」  

  協議内容及び意見交換（抜粋） 

  ・子たちが理解しやすい工夫がされていた。視覚支援が充実していた。学習内容も社会性が身につ 

   く（『働く』に直結する）ものであった。 

  ・サブティーチャーとメインティーチャーの機能を高める必要がある。 

  ・グループ学習の中でも一人ひとりの児童生徒へのサポートが必要がある。 

  ・教員の何気ない一言がいじめをうむこともあるので、教員一人ひとりが言葉かけや発言について 

   工夫する必要がある。 

  ・地域からは『支援教育の観点をふまえた授業づくり』『支援教育の観点をふまえた学校経営』な 

   どの研修ニーズが多い。支援学校からもっと発信するとよい。 

 

  まとめ 

  ・『わかりやすい授業づくり』は、今後も基礎的環境整備の視点（黒板の使い方やティームティー 

   チング等）や授業の展開のしかた、ユニバーサルデザインの授業（ナチュラルサポート※資料参 

   照）などの観点から今年度協議会で継続して協議していく。 

  ・支援学校で作成している「個別の教育支援計画」にも『合理的配慮』を記載する方向にある。児 

   童生徒への支援について、学校では「基礎的環境整備」の範囲である支援や配慮も、学校外では 

   『合理的配慮』になることもある。児童生徒に必要な支援を『個別の教育支援計画』に明記して、 

   学校以外においても適切な支援を行ってもらえるようにする必要がある。 

 

 

 

 



  報告 

  ・平成 29 年度学校経営計画について：今年度は専門性の向上と ICTを強化したい。 

   ・平成 29 年度授業アンケートについて：アンケートを見直す時期。第 2回学校協議会で提示する。 

   ・平成 30 年度教科書採択について：調査委員会を立ち上げ、7月中旬までに教科書を選定する。    

  ・平成 29 年度進路指導の進捗状況について：平成 29年度高等部 3年生の進路先希望等報告。 

  ・平成 29 年度「自立活動指導」について：泉南支援の自立活動について、指導体制等報告 

  ・平成 29年度地域支援について：今年度泉南ブロックの推進校。地域支援の方法等を報告。 

   

（６）意見交換・まとめ （協議に含む） 

    協議会の提言を全教員で共有し、今後の本校の指導に生かしていきたい  

  

（７）校長あいさつ 

 

４ 今後の予定  

  ☆ 第 2回学校協議会  平成 29年 11月午前中に開催予定 

 ☆ 第 3回学校協議会  平成 30年 2月午前中に開催予定 


